
調査研究及び情報提供事業等に必要な経費

事業開発戦略室事業費

１．催し等事業費

 (１) 事業開発（催し）

２．文化資料事業費

 (１) 事業開発（文化資料）
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事業開発戦略室事業費

 １．催し等事業費 ／ (1) 事業開発(催し)

合計額 48,664,695 円

事業名 実施国 都市 共催・協力機関 事業内容

韓国 ソウル 株式会社ロッテ

日本 東京23区 社団法人日本パッ
ケージデザイン協
会

大日本印刷株式会
社

日韓学生パッケー
ジデザイン交流プ
ロジェクト実行委
員会

韓国 ソウル 日本デザイナー学
院

中国 北京 日本工学院専門学
校

日本 東京23区 日本電子専門学校

ブラジル サン・パウロ

イスラエル テルアビブ

東京23区 しんじゅくアート
プロジェクト

石巻市 みんなのおうち

日本 東京23区 在ドイツ大使館

ドイツ ケルン 杉野学園ドレス
メーカー学院

日本デザイナー学
院

日本工学院専門学
校

企業等と連携した新規事業及び従来の枠組みや発想にとらわれない部門横断型事業の開発と実施。

2 2012.02.01 ～ 2012.03.31コンテスト事業(ロ
ゴマーク)

1 2011.05.26 ～ 2012.03.31

4 2011.04.25 ～ 2012.03.31

先駆的・創造的事
業(新宿区プロジェ
クト)

日本3 2011.04.01 平成22年度に採用となった先駆的・創造的事業「新宿区との連携
事業」に関して、総括的な事業報告会を開催。大田区他5機関の
協力を得て映像巡回上映・体験ワークショップを広報活動として
7回実施。その他石巻市において、住民参加型の「石巻仮設住宅
アートプロジェクト」を実施

国際交流基金設立40周年を記念して、次年度に実施される各種事
業に使用するロゴマークデザインを決定するため、世界中の学生
を対象としたデザインコンテストを実施

商品開発事業 ドイツと日本の今後のデザイン界を担う大学生・専門学校生向け
に「ふろしきデザインコンテスト」を開催。両国から選ばれたデ
ザイン(計2点)は、2011年日独交流150周年記念グッズのふろしき
として製品化し、ドイツと日本の交流深化を図る

　　　　　　　　【日独交流150周年記念事業】

～ 2012.03.31

期間

日韓パッケージデ
ザイン交流

平成24年度に実施する第2回日韓学生パッケージデザインコンテ
ストに向けて、今年度は事前告知事業と位置付け、日本及び韓国
にて学生向けのフォーラムを実施し、両国の学生に対してプロの
デザイナーによるレクチャー・ワークショップの場を提供すると
共に､｢日韓学生パッケージデザイン交流プロジェクト｣の概要や
コンテストに関する広報活動を実施
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事業開発戦略室事業費

事業名 実施国 都市 共催・協力機関 事業内容期間

日本 東京23区 ホロン・デザイン
美術館

イスラエル テルアビブ 在イスラエル大使
館

杉野学園ドレス
メーカー学院

日本デザイナー学
院

日本工学院専門学
校

インドネシア ジャカルタ

ベトナム ハノイ

ホー・チ・ミン

マレーシア クアラルンプール

米国 ロサンゼルス

メキシコ メキシコシティ

ブラジル クリティーバ

サン・パウロ

イタリア ローマ

スペイン マドリード

ドイツ ケルン

フランス パリ

ハンガリー ブダペスト

エジプト カイロ

7 CSR連携事業 マレーシア クアラルンプール 特定非営利活動法
人　パブリックリ
ソースセンター

2011.08.18 ～ 2012.03.31 海外の日系企業の現地での社会貢献活動への取り組み状況やその
背景を把握し、国際交流基金と現地日系企業との連携の可能性を
探ると共に、現地日系企業の社会貢献活動への取り組みの広報活
動として、調査結果を公開。当基金と現地日系企業との関係強化
を図る

2012.03.316 2011.04.01 ～財団法人アジア太
平洋観光交流セン
ター(APTEC)

東日本大震災に関
する映像上映会及
びシンポジウム

5 2011.05.19 ～ 2012.03.31

東日本大震災を支援し注目してきた各国に対して、東日本大震災
を乗り越えた日本の現状を伝え、今までの支援協力に対しての感
謝の気持ちを示す意味から、各国の海外拠点において東日本大震
災に関する映像の上映会とシンポジウム等を開催。財団法人アジ
ア太平洋観光交流センターとの共催契約に基づき映像作品を制
作、国際交流基金海外拠点の要望に基づき映像作品の上映会を実
施。イタリア、及びスペインでは建築家及び震災復興の現状を伝
える専門家を派遣

商品開発事業 イスラエルと日本のこれからのデザインを担う大学生・専門学校
生向けに「ふろしきデザインコンテスト」を開催。また、生活文
化チーム主管「平成23年度日本文化紹介派遣(主催)」プログラム
にて、実施されるふろしきに関するレクチャー・デモンストレー
ション事業と関連付けてイスラエルにて実施。ふろしきによる日
本の伝統的な「包む文化」をより広い範囲・対象者に対し、様々
な観点から紹介

   【日本イスラエル外交関係樹立60周年記念事業】(2012年)
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事業開発戦略室事業費

事業名 実施国 都市 共催・協力機関 事業内容期間

サン・パウロ サンパウロ新聞社

ロンドリーナ にほんのうた実行
委員会

株式会社ブルボン

スペイン マドリード 京都国際マンガ
ミュージアム

フランス パリ 京都精華大学国際
マンガ研究セン
ター

ワルシャワ美術大
学

学校法人杉野学園

在ポーランド大使
館

杉野学園ドレス
メーカー学院

日本デザイナー学
院

日本工学院専門学
校

ハンガリー ブダペスト

フランス パリ

京都国際マンガ
ミュージアム

京都精華大学国際
マンガ研究セン
ター

マンガ家の指導による描き方教室、専門家による日本のマンガに
関する文化講演会、マンガを利用した日本語教室等のさまざまな
切り口から、さまざまな対象層に日本のマンガを紹介することに
より、日本のマンガ理解及び日本理解につながることを目的とし
た事業

10 2011.07.26 ～ 2012.03.31

11

9 2011.04.11 2011.04.24～日本のマンガ教室

8 2011.09.22 ～にほんのうた紹介
事業

ブラジル

ポーランド、日本間の文化交流事業の一環として、ポーランドと
日本の今後のデザイン界を担う大学生、専門学校生向けに「ふろ
しきデザインコンテスト」を開催。また、生活文化チーム主管
「平成23年度日本文化紹介派遣(主催)」プログラムにて行われ
る、ふろしきに関するレクチャー・デモンストレーションと関連
付けて実施。ふろしきによる日本の伝統的な「包む文化」をより
広い範囲・対象者に対し、さまざまな観点から紹介

商品開発事業 ポーランド

4月に実施した日本のマンガ教室のフォローアップ事業として、
パリのポンピドゥー・センターと共催でマンガのワークショップ
及び展示等の各種事業を実施。また、ブダペストにおいては、
「マンガの描き方教室」「マンガの日本語教室」及び「マンガに
関する講演会」を開催

ワルシャワ

2011.09.20 ～ 2012.03.31日本のマンガ教室 フランス国立近代
美術館ポンピ
ドゥーセンター
こどものアトリエ

2012.03.31 海外で生活する日系人や日本語学習者等に対して「美しい日本
語」を再認識してもらうことを目指して、またあらゆる層に対し
て日本語への関心を高め、日本語学習者を増やすことを目的とす
る事業。日本国内で同プロジェクトを主催している「にほんのう
た実行委員会」を共催機関とし、ブルボン社、サンパウロ新聞の
資金・業務協力を得て、企業連携事業として実施。関連映像作品
の上映と八代亜紀の派遣による公演活動、交流事業を実施
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事業開発戦略室事業費

 ２．文化資料事業費 ／ (1) 事業開発(文化資料)

合計額 7,134,919 円

事業名 対象国 事業内容

1 商品開発事業(北斎
展)

ドイツ 2011.05.13 ～ 2012.03.31 日独交流150周年記念の主催事業として、ベルリンにて開催される「北斎展」の広報用グッズとして北斎
富嶽三十六景(凱風快晴＜赤富士＞)図柄のオリジナルふろしきを製作し、ドイツの文化人、有識者などへ
無償頒布することで、日本の伝統文化(浮世絵、日本の包む文化)の再認識、日本文化への理解の深化と共
に、国際交流基金及び日独交流150周年記念に対する認知度を高めることを目的とする

2 商品開発事業(既存
基金グッズ作成費
等)

全世界区分困難 2011.04.01 ～ 2012.03.31 過去に実施してきた交流事業(デザインコンテスト他)の成果物である広報物の追加制作及び各国関連機関
等への無償頒布を実施

3 CSR連携事業(既存
冊子増刷経費)

全世界区分困難 2011.04.01 ～ 2012.03.31 過去に実施してきたCSR調査事業の成果物である報告書を外部からの要望に沿って図書館・大学・研究機
関等に配布、また必要に応じて増刷

4 食文化紹介事業 全世界区分困難 2011.04.01 ～ 2012.03.31 過去に実施してきた食文化を通した日本紹介事業成果物の頒布、また、外部連携による「ドイツの食と文
学」をテーマにしたレクチャーを実施

5 非言語コミュニ
ケーション関連冊
子の作成

全世界区分困難 2011.06.14 ～ 2012.03.31 世界に先駆けて「非言語コミュニケーション」の冊子を作成し、日本を代表する国際交流機関としての責
任を示すとともに海外におけるプレゼンスを高める効果を目的として、英語版の冊子を作成。配布先は国
際交流基金職員(海外拠点ローカルスタッフを含む)、当基金協力関係団体(海外の団体を含む)海外拠点図
書館（保管用）、国内主要図書館（保管用）

期間

国際交流基金広報グッズの開発及び調査報告書等出版物の制作。
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